














































































































Ⅰ 教 区 民 大 人 教 区 不 明(イソグランド内) 子 供 合 計
a近くの教区 750 140 1,384
b遠くの教区 336 489
合 計 1,226 1,873 3,099
江 非 教 区 民 大 人 子 供 合 計
a アイルランド人 679 1,091 1,770
b スコットランド人 65 103 168
C外国人 30 29 59
合 計 774 1,223 1,997








第2表 乞食の分類とその人数 割は女性であ り･男性は 1割にすぎな
大 人
男 性 女 性
独身 45 127














































































































































































































































































































職 業 人 数 職 業 人 数
船員 462 零細なよろず屋的店舗小売商 12
労働者 321 海兵隊員 12
(種々の)サ-バンt 202 マンチユア(ガウン)製造者及び ll兵士 13 婦人帽子屋
行商人 128 パン屋 ll
女裁縫師等 105 コック 10
乞食 103 桶屋 9
洗種女 98 染物屋 9
靴屋 55 帽子屋 9
織工 38 ブラシ製造者 8
鍛冶屋 37 肉屋 8
流しのイタリア音業師等 32 煙突掃除夫 8
馬丁等 29 魚屋 8
紡績工 25 理髪師 8
ペンキ職人,ガラス工等 23 印刷工 8
仕立屋 21 ロープ製造者 8
船大工等 21 男教師 8
庭師 20 時計屋 8
煉瓦工,左官等 19 刃物星 7
鉄器商及び真鏡細工師 18 衣服アイロン掛け職人 7
家具師,室内装飾師 18 羊皮商人 7
(種々の)事務員 17 航海士 7




































報告書 第 1次報 告 書人数 第 2次報 告 香人数 第 4次報 告 香人数申請者の帰属地
ロンドンの教区 720 845 472
農村教区 1,022 1,305 873
アイルランド人 927 1,561 593
スコットランド人 129 201 115
あらゆる国の外国人 4272)
自分の出生地が不明なためセツルメントがない老



























-報告香 第 1次報 告書件数 第 2次報告書件数 第 4次報告書件数種々のケース
協会の干渉によってロンドンの教区に委ねられ,臨 1,222 1,142 451
時ないし,永久の救済を得た老
詐欺師及び常習的な乞食であることが確認され,起 564 537 607
訴されるよう命令された老
調査に基づいて,自活できるだけの収入を受け取る 286 355 14
べきことが判明した老
仕事を与え,一部の者に衣服を与えた 216 257
勤め口と道具ないしは効率的に自活するための手だ 186 242 319
てを与えた
救済され,農村の教区に送還された者 184 462 352
必要物が与えられ,教区の救済が拒否された者 (大 146 391 85部分のケースは,ワーク-ウスへの入所が提供され
た)
協会が命令した通 りには帰らなかった者 137 1,232 171
衣服を与え,救済し,船乗 りを勧めた者 128 24 108
ワーク-ウスへの入所 92

























































































































































































































第6表 哀れな者が居住しているのをみつけられた教区報告香 第2次報告書 第4次報告書
教 区 人数 人数
セン ト.ジヤイルズ .イソ .ザ .フィールズ 1,230 492
住居無し 870 429
ホワイ トチャペル 329260 181
ビショップスゲー ト 152
セン ト.アン ド ー (ホウバ ン) 22
セン ト.マ-ガレツツ (ウエス トミンスター) 205 82
セン ト.ジョージズ (バラ) 16445 79
セン ト.ジョンズ (ワッビング) 67
メ1)ルボン 41
セン ト.ジェームズ (ウエス トミンスク-) 122 14
セこ/I.セパルカ 112 37
セン ト.リユークス 109 28
セン ト.パソクラス 100 39
セン ト.ジョージズ (-ノーヴア- .スクウェア) 75 14
セン ト.ジョージズ (イース り 55 39
クラーク二/ウエル 55 13
小 計 3,831 1,829
以下省略



























第7蓑 困窮の原因 報告書 第 1次 第 2次 第 4次
困窮に関して申立てられた原田 報告香件数 報 告香件数 報 告書件数
老齢及び虚弱 587 216 170
病気及び傷害 537 857 444
夫の死及び夫による遺棄 219 380 259
帰る手段のない外国人 106 209 35
仕事の道具及び用具の不足 122 82 26
衣服の不足 98 131 74
賃金や戦利賞金の支払い中止 47 30 25
商売の失敗 50 241
困窮の原因が明らかなケース (以上の合計) 1,716 1,955 1,274




















































































































































































































































The Problem of Mendicity in London, 1800-1824
Kiyoshi Yoshio
The purpose of this paper is to consider the problem of mendicity in
London during 1800-1824. This paper shows that Matthew Martin's
reports and the activities of the Society for the Suppression of Mendicity
had a great influence on public policies toward the vagrants.
First, I took up Martin's enquiry into the state of mendicity from 1800
to 1803. He endeavoured to discover the nature and extent of mendicity
and to offer some suggestions for the general suppression of this evil. His
report, in the form of a Letter to Lord Pelham on the State ofMendicity in
the Metropolis, was published in 1803, and reissued in 1811. The
members of Parliament acknowledged the problem of mendicity because
ofhis reports.
Secondly, I examined the reports ofthe Society for the Suppression of
Mendicity founded in 1818. The managers of the Mendicity Society had
alreadyprepared the draft of this bill, when the subject of vagrancy was
brought before the House of Commons. The views taken by the Mendicity
Society were adopted in the vagrancy act of 1824.
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